


「
言
い
伝
え
や
歴
史
、文
化
財
」に
再
注
目
！

村
に
あ
る

　

昨
年
９
月
か
ら
、
県
指
定
重
要
文
化

財「
川
辺
八
幡
神
社
」の
本
殿
柿
葺（
こ

け
ら
ぶ
き
）解
体
銅
版
改
修
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
も
う
一
度
、
玉
川
に

あ
る「
言
い
伝
え
」や「
歴
史
」「
文
化
財
」

に
再
注
目
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　

玉
川
に
は
お
も
し
ろ
い
言
い
伝
え
や

素
敵
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る「
ま
ん
が
で
知
る
玉
川
村
」に
は
、「
た

ま
か
わ
の
民
話
と
伝
説
」「
民
俗
の
散
歩
」

「
歴
史
の
散
歩
」全
36
話
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　昭和 13 年に国の重要文化
財に指定された五輪塔は、
藤原時代末に領主源基光の
墓として建立された石塔婆
で、日本の石造工芸史上、
また仏教美術史上でも非常
に評価の高い貴重な財産とし
て巌峯寺参道の覆堂に安置
されています。

改修中の川辺八幡神社（境内にある「さかさ杉」は県指定の天然記念物）

 「まんがで知る玉川村」歴史の散歩第 3 話
（川辺八幡神社とさかさ杉）

歴史の散歩第２話（石造五輪塔） 石造五輪塔（国指定重要文化財）

たまかわの
歴史を再発見
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No 名　　　称 指定別 種別 指定年月日

1 「東福寺舎利石塔」
南須釜字久保宿 70　東福寺境内 国指定 史 跡 昭和10年 6月 7日

文部省告示第 215 号

2 「石造五輪塔」
岩法寺字方丈 147 国指定 重 要

文 化 財
昭和13年 7月 4日
文部省告示第 256 号

3
「川辺八幡神社のさかさ杉」
川辺字宮ノ前 148　
川辺八幡神社境内

県指定 天 然
記 念 物

昭和 30年
12月 27日

4
「川辺八幡神社本殿一棟　
附棟札六枚」
川辺字宮ノ前 148

県指定 重 要
文 化 財

昭和 34年
3月 17日

5
「東福寺木造薬師如来立像一軀
附木造両脇侍像二軀　
十二神将像十二軀」
南須釜字久保宿 70　東福寺

県指定 重 要
文 化 財

昭和 48年
3月 23日

6 「南須釜の念仏踊り」
須釜民芸保存会

県指定
国選択

重要無 形
文 化 財
無 形 民 俗
文 化 財

昭和 50年 5月 30日

昭和 53年 12月 8日

7 「首藤家所蔵石川文書二巻三十四通」
中字向 79 県指定 重 要

文 化 財
昭和 61年
3月 31日

8 「宮ノ前古墳」
川辺字宮ノ前 416 県指定 史　 跡 昭和 63年

3月 22日

9 「岩法寺開山碑」
岩法寺字蕨岡 15-2 村指定 有 形

文 化 財
昭和 54年
10月 1日

10 「都々古別神社御正体懸仏　二面一躯」
南須釜字八又 138　都々古別神社 村指定 有 形

文 化 財
昭和 62年
6月 1日

11 「弘安供養塔婆　一基」小高字向久保 64 村指定 有 形
文 化 財

昭和 62年
6月 1日

12 「巌峯寺観音堂仁王門　一棟」岩法寺字上竹 112 村指定 有 形
文 化 財

昭和 63年
12月 20日

No 名　　　称 指定別 種別 指定年月日

13 「巌峯寺観音堂仁王像　二躰」岩法寺字上竹 112 村指定 有 形
文 化 財

昭和 63年
12月 20日

14 「巌峯寺観音堂木馬　白一体」岩法寺字上竹 112 村指定 有 形
文 化 財

昭和 63年
12月 20日

15 「巌峯寺開山和尚空谷禅師座像　一躰」
岩法寺字竹ノ内 189-2 村指定 有 形

文 化 財
昭和 63年
12月 20日

16
「巌峯寺観音山　
阿彌陀三尊来迎板碑一基」
岩法寺字上竹 112 観音堂境内

村指定 有 形
文 化 財

平成 2年
6月 27日

17 「長慶寺　阿彌陀三尊来迎板碑一基」
小高字池ノ入 92　長慶寺境内 村指定 有 形

文 化 財
平成 2年
6月 27日

18
「矢部家所有　
阿彌陀三尊来迎板碑一基」
川辺字宮ノ前　矢部家墓地

村指定 有 形
文 化 財

平成 2年
6月 27日

19 「仁戸内　阿彌陀三尊来迎板碑一基」
北須釜字仁戸内 195 阿弥陀堂内 村指定 有 形 文

化 財
平成 2年
6月 27日

20 「川辺八幡神社　大杉」川辺字宮ノ前 148-1 川辺八幡神社境内 村指定 天 然
記 念 物

平成 12年
8月 21日

21 「大寺城跡（山頂部）本丸跡」南須釜字舘坂 232 村指定 有 形
文 化 財

平成 12年
8月 21日

22 「東福寺　銀杏木」南須釜字久保宿 70 東福寺境内 村指定 天 然
記 念 物

平成 12年
8月 21日

23 「社号大額」小高字西屋敷 119 大雷神社 村指定 有 形
文 化 財

平成 12年
8月 21日

24 「遷宮棟礼」小高字西屋敷 119 大雷神社 村指定 有 形
文 化 財

平成 12年
8月 21日

25 「銅製御正体鏡鈑一面」南須釜字八又 138 都々古別神社 村指定 有 形
文 化 財

平成 18年
3月 17日

26 「大般若経六百巻」竜崎字金掘 75　竜崎集会所 村指定 有 形
文 化 財

平成 18年
3月 17日

東福寺境内（南須釜字久保宿）にある
舎利石塔。元久二年乙丑・当地の
開山和尚の舎利が安置されており、鎌
倉時代の弥勒浄土往生の思想を表現
したものです。 

　南須 の念仏踊り
亡くなった親族の御霊を供養するため
に踊られる念仏踊り。
　ここ玉川の念仏踊りは、まだあどけ
なさの残る少女たちによって踊られ、
見るものを引きつけて離さない不思議
な魅力にあふれています。
　毎年春の大寺薬師祭の 4月3日と
夏の 8月14日に新盆の家々をめぐり踊
られます。

東福寺舎利石塔（国指定 史跡）南須 の念仏踊り（県指定重要無形文化財）

歴史の散歩第４話（東福寺と念仏踊り）

玉川村の文化財（国・県・村指定）
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受賞名 個人・団体名 種　　目 主な功績・成績など

スポーツ
功労賞 （故）車田悦夫 バスケット

ボール

平成８年　玉川バスケットボールスポーツ少年団設立　
平成 10年　玉川バスケットボールスポーツ少年団団長就任
　玉川バスケットボールスポーツ少年団設立当初より、責任者、団長として団の運営や子供たち
への指導を行い、保護者会活動等様々な場面で皆の支えとなってくださいました。また、少年団
としての活動だけでなく、石川地区のミニバスケットボール連盟会長、県南地区のミニバスケッ
トボール連盟の役員に就かれる等、多年にわたりご尽力くださいました。

スポーツ
功労賞 石森　和二 バスケット

ボール

平成８年　玉川バスケットボールスポーツ少年団設立　
平成 10年　玉川バスケットボールスポーツ少年団帯同審判員就任
　玉川バスケットボールスポーツ少年団設立当初より、子供たちへの指導を行い、チームの帯同
審判員としても、今日まで活動を続けてこられました。平成 28年４月には団長に就任され、団
の運営、指導者や子供たち、保護者等、皆の支えとなり、ご尽力くださいました。

スポーツ
功労賞 鈴木　義一 剣道

昭和 58年から玉川剣友会員として少年剣道の指導を行っており、現在も剣道スポーツ少年団長
として指導継続中。
平成 10年～平成 25年まで玉川剣友会会長として玉川村剣道振興に貢献した。

優秀選手賞 添田　祥平 陸上競技
玉一小５年生　第５回福島県小学生長距離競技会　
５年男子 1500 ｍ　第２位　５分１秒 41　( 大会新 )　
2016 第５回東日本都道県小学生陸上競技交流会　
５年男子 1500 ｍ　第１位　４分 56秒 99

優秀選手賞 西川　継子 陸上競技 玉一小６年生　石川地区小体連陸上競技大会　ボール投げ　第１位　　

優秀選手賞 湯澤　日菜 陸上競技 玉一小５年生　石川地区小体連陸上競技大会　５年女子 100 ｍ　第１位　（大会新）

優秀選手賞 石森　　陸 剣道
玉一小６年生　石川剣道連盟大会　小学６年生の部　個人優勝
福島県小学生選手権大会　個人６年生の部　石川郡代表として参加

優秀選手賞 坂本実乃里 陸上競技 第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会　15区　村の部区間賞

優秀選手賞 坂本妃茉里 陸上競技 第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会　９区　村の部区間賞

優秀選手賞 阿部　愛香 剣道
中体連県南総合大会　女子団体第２位　女子個人第３位　　
中体連県総合大会　女子個人第３位
中体連東北総合大会　女子個人　ベスト１６

優秀選手賞 車田　成永 ソフト
ボール

第 65回福島県高等学校女子春季選抜ソフトボール大会　第２位　
第 62回福島県高等学校体育大会　第２位
第 69回福島県総合体育大会　第２位　　岩手国体出場

優秀選手賞 高林　　彩 ソフト
ボール

第 65回福島県高等学校女子春季選抜ソフトボール大会　第２位　
第 62回福島県高等学校体育大会　第２位
第 69回福島県総合体育大会　第２位

優秀選手賞 野崎　　南 ソフト
ボール

第 65回福島県高等学校女子春季選抜ソフトボール大会　第２位　
第 62回福島県高等学校体育大会　第２位
第 69回福島県総合体育大会　第２位

優秀選手賞（団体） 玉川第一小学校 陸上競技 石川地区小体連陸上競技大会　男子４× 100 ｍリレー　第１位
メンバー（全員６年生）：太田　琉空・三瓶　貴翔・湯澤　一颯・萩野　翔太・水野　豊大

優秀選手賞（団体） 玉川ソフトボール
スポーツ少年団

ソフト
ボール

幸楽苑カップ第 39回白獅子旗争奪ソフトボール大会優勝（県大会出場）
新人戦県南大会優勝（県大会出場）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た

　
功
労
者
・
優
秀
選
手
を
称
え
る

玉
川
村
体
育
協
会
表
彰
式

平成28年度玉川村体育協会表彰者

　
平
成
28
年
度
の
玉
川
村

体
育
協
会
（
大
和
田
宏
会

長
）
の
表
彰
式
が
２
月
22

日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
本
村
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人

ま
た
は
、
団
体
に
対
し
毎

年
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
度
は
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
に
３
名
（
故
人

含
む
）、
優
秀
選
手
賞
に
10

名
、
２
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

優秀選手賞を受賞した阿部さん（剣道）
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芸術・文化の発展に貢献された10名を表彰

平成28年度玉川村文化団体連絡協議会表彰者

玉川村文化団体連絡協議会表彰式
　２月 22 日、平成 28 年度の玉川村文化団体連絡協議会（矢部玄
信会長）の表彰式が、たまかわ文化体育館クラブハウスで行われ
ました。
　この表彰は、芸術文化活動の分野で功績のあった方や、各コン
クールなどで活躍された方に贈られるもので、今年度は文化功労
賞に４名、文化優秀賞に６名の方が表彰されました。

受賞者を代表してあいさつする飯田さん（こまどり会）
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村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
南
須
釜
地

区
推
進
協
議
会（
増
子
明
会
長
）主
催
に

よ
る「
第
31
回
縄
跳
び
大
会
」が
２
月
5

日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
村
内
の
園
児
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
が
参
加
し
、
自
身
の
記

録
更
新
を
目
指
し
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

し
た
。
総
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
優　

勝　

馬
上
翔
太
郎（
須
釜
小
６
年
）

　

4
、
6
2
1
回

◆
準
優
勝　

添
田　

結
衣（
玉
一
小
3
年
）

　

3
、
7
1
0
回

◆
３　

位　

鈴
木
那
賀
登（
玉
一
小
5
年
）

　

3
、
1
5
5
回 第

31
回
縄
跳
び
大
会

大
人
も
子
供
も
元
気
に
ジ
ャ
ン
プ

　１月25日に玉川第一小学校の６年生が、村内の事業所等
に訪問し職場体験学習を行いました。
　玉川村公民館クックちゃん文庫でも、５名の児童が職場
体験を行い、はじめて経験するお仕事にとまどいながらも、
おすすめの本の紹介文（POP）作りなどを行いました。
　児童たちは、他にも村ふれあいセンターやリオンドール、
ＡＮＡなどを訪問し職場体験学習を行いました。

最多記録を目指して跳ぶ子供たち

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

クックちゃん文庫で体験する児童たち

　車田さんは、これまでの地域畜産発展に尽力され和牛繁
殖経営の模範的農家として、このたび生産された種雄牛「多
久実（たくみ）」号が歴代基幹種雄牛の中でトップの成績とな
り、2月2日、福島県知事感謝状を授与されました。
　ロース芯面積、歩留基準値などが優れており、今後、県
内の和牛改良や産地の活性化に大きく貢献することとなりま
す。

県肉用牛改良推進
功労者知事感謝状を授与

小高の車田幹夫さん

村長に報告に訪れた車田さん（中央）

玉一小職場体験学習
クックちゃん文庫でお仕事

　

県
都
市
公
園
・
緑
化
協
会
福
島
空
港

公
園
事
務
所
主
催
に
よ
る
季
節
の
伝
統

行
事
に
親
し
む「
お
雛
様
を
飾
ろ
う
」が
、

２
月
23
日
、
福
島
空
港
公
園
エ
ア
フ
ロ

ン
ト
エ
リ
ア
管
理
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
巳（
桃
）の
節
句
に
ち
な
み
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
認
定
こ
ど
も
園
ク
ッ

ク
の
森
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り
の
折
り

紙
を
使
っ
て
模
造
紙
に
貼
り
付
け
て
、

華
や
か
な
お
雛
様
と
お
内
裏
様
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
雛
飾
り
は
、
空
港
公
園
エ

ア
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
管
理
棟
に
展
示
さ

れ
ま
す
。

ク
ッ
ク
の
森
園
児

ひ
な
祭
り「
お
雛
様
を
飾
ろ
う
」 完成したお雛様・お内裏様の前で

6



　２月1２日、「第８回クックちゃん杯男女混合家庭バレーボー
ル大会」が、たまかわ文化体育館で開かれました。
　大会は、職場や地域単位で９チームが出場し、白熱した
熱戦が繰り広げられました。　
成績は次のとおりです。
◆優　勝　中チーム
◆準優勝　竜崎バレーボールAチーム
◆第３位　南須釜Aチーム

元気に楽しくプレー
男女混合家庭バレーボール大会

混合バレーでのアタック

宝くじ助成事業により竜崎地区内に設置された防犯灯

　

吉
田
さ
ん
は
、
村
公
民
館
主
催
の
高

齢
者
学
級（
こ
ぶ
し
・
な
つ
椿
学
級
）に

５
年
間
無
欠
席
で
参
加
し
、
２
月
８
日

に
小
針
敬
子
公
民
館
長
か
ら「
皆
勤
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
級
は
年
10
回
開
催
さ
れ
、
健

康
講
話
や
防
犯
講
話
な
ど
多
彩
な
内
容

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
は「
学
級
を
５
年
間
休
む

こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
の
は
、
自
分
の

健
康
と
家
族
が
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
学
級
で
出
会
っ
た
皆
様
に
会
え

る
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

岩
法
寺
の
吉
田
フ
キ
さ
ん

高
齢
者
学
級
皆
勤
賞
受
賞

　竜崎行政区が財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業のサポートを
受けて、ＬＥＤ防犯灯５１基を地区内に設置
しました。
　地域内の犯罪の防止、児童生徒の交通
事故防止、高齢者の外出時などの安全の
確保に効果が期待されます。

夜道を明るく照らす！

皆勤賞を手にする
吉田さん

クックの森へプロジェクターを寄贈

高齢者学級の様子

自治総合センターコミュニティ助成事業

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　

２
月
5
日
、
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ（
塩
田
真
一
会
長
）25
周
年
記
念
式
典

が
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
し
て
、
ク
ッ
ク
の
森
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
泉
・
須
釜
両
中
学
校
へ
大
会
出

場
激
励
金
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
用
具
、

泉
郷
駅
花
壇
の
改
修
な
ど
、
多
く
の
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
塩
田
会
長
は「
今
後
も
地

域
に
根
差
し
た
奉
仕
活
動
に
会
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

と
誓
い
を
新
た
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
２５
周
年
記
念
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連
携
協
定
後
、
初
め
て
と
な
る
玉
川

大
学
と
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
2
月
17
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
川
大
学
か
ら
学
生
５
名
と
教
員
が

来
村
し
、
村
特
産
の「
さ
る
な
し
ド
リ
ン

ク
と
ワ
イ
ン
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
学
生
た

ち
が
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
村
長
、
副

村
長
、
産
業
振
興
課
長
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
が
選
考
し
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
決
定

し
ま
し
た
。
今
後
販
売
に
向
け
て
展
開

さ
れ
ま
す
。

玉
川
大
学
の

学
生
た
ち
が
提
案

　2月14日、ＪＡ夢みなみ本店の岡部喜市郎専務、石川企画
部次長、小湊あぶくま石川地区支援センター長、関根玉川
支店長が村長を訪れ、ＪＡ共済の「地域貢献活動」の一環とし
て、ＬＥＤ街路灯・防犯灯の寄贈がありました。
　村内の各所へ16基設置されることになります。
　夜道を明るく照らし住民の安全確保等に役立てられます。

地域の防犯に役立ててほしい
ＪＡ夢みなみ本店ＬＥＤ防犯灯寄贈

村長へ目録を手渡す岡部喜市郎専務（右）

　

福
島
民
報
社
の「
ふ
る
さ
と
大
好
き

59
市
町
村
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一

環
で
、
2
月
23
日
、
村
総
合
運
動
公
園

内
で
、
民
報
社
の
佐
藤
取
締
役
、
村
長
、

ク
ッ
ク
の
森
の
園
児
ら
に
よ
り
、
山
桜

（
村
の
花
）の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、村
特
産
の「
さ
る
な
し
」

に
つ
い
て
、
荻
野
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
ミ
ニ
講
座
や
、
四
辻
さ
る
な
し
研

究
会（
大
和
田
ス
ミ
代
表
）の
さ
る
な
し

を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
方
々
と
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 さ

る
な
し
の
お
菓
子
作
り
も

村
の
花「
山
桜
」を
植
樹

　３月５日、村地域おこし協力隊の荻野育恵さん（中）と村木美
香さん（蒜生）、大羅将さん（蒜生）の３人が、たまかわ文化体育
館に於いて、協力隊の活動報告会を開催しました。
　玉川村へ移り住んでからの各々の活動を写真等を使い報告し
ました。会場には、協力隊の活動に関心を示す多くの来場者が
訪れ、和やかな雰囲気のなかで活動報告がされました。
　また、会場にはさるなし茶や凍頂烏龍茶などが試飲できる
コーナーが設けられ、お茶を楽しみながら村の発展へ向け意見
交換されました。

みんなともだちプロジェクト始動！
玉川村地域おこし協力隊

総合運動公園内での植樹式

さるなしのＰＲ活動などの報告をする荻野さん

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

提案者の玉大の皆さん

さ
る
な
し
ド
リ
ン
ク
と
ワ
イ
ン
の

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
決
定 さるなしドリンクとワインの新しいパッケージ
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３
歳
児
健
診
が
２
月
2４
日
、村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結
果
、虫
歯
が
１
本
も
な

か
っ
た
６
名
の
お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
。【　

】は
保
護
者
と
地
区
名
）

ぼ
く
も
！
わ
た
し
も
！

虫
歯
が
な
い
よ
!

 駒木根怜ちゃん
【悠：中】

れい たく  ま かい  と

ゆう  と

浅見拓馬くん
【政夫：川辺】

矢吹介人くん
【彰浩：小高】

鈴木悠斗くん
【昌広：川辺】

し  づき

遠藤詩月くん
【篤史：中】

ひろ  と

石森大翔くん
【優太：山小屋】

　カラオケや踊りなど、日頃の練習の成果を発表するとともに、出
演者や来場者から募金を集め、社会福祉活動に役立てることを目
的に、「第２４回チャリティー須釜芸能の集い」が2月１９日須釜公民
館において開催されました。
　芸能の集いは、カラオケをはじめ、詩吟や舞踊など６８の演目が
披露され、集まった大勢の観客を魅了しました。
　また、集めた募金は、開会式の席上で大野勝雄チャリティー須
釜芸能の集い実行委員長と石井美由紀実行委員から石森春男社会
福祉協議会長に贈られました。

芸能発表で楽しみながらチャリティー
第２４回チャリティー須釜芸能の集い

　

農
業
経
営
の
改
善
や
消
費
者
と
の
交

流
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内
の
農

業
青
年
が
一
堂
に
会
し「
福
島
県
農
村
青

年
会
議
」が
２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
当

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
荻
野
育
恵
さ

ん（
中
）が
、「
た
ま
か
わ
村
の
さ
る
な
し

さ
ん
」と
題
し
意
見
発
表
を
行
い
、
見
事
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

荻
野
さ
ん
は
、
村
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ

活
動
や
村
の
現
在
を
情
報
発
信
す
る
な

ど
の
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
須
賀
川
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
に
も
所
属
し
、
さ
る
な
し
の
可

能
性
に
つ
い
て
日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

荻
野
さ
ん

県
農
村
青
年
会
議
で
優
秀
賞

地域おこし協力隊の荻野さん（右）

チャリティー須釜芸能の集いより

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
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健 だより健 だより健

けんこう

だより幸幸幸幸

 

　物がさっぱり売れない享保期に、摂
津の津門村に学者の子として生を受け
た幸。父から「商は詐なり」と教えられて育ったはずが、
享保の大飢饉や家族との別離を経て、齢九つで呉服商
「五鈴屋」に奉公へ出されることになる。慣れない商家
で「一生、鍋の底を磨いて過ごす」女衆でありながら、
番頭・治兵衛に才を認められ、徐々に商いに心を惹かれ
ていく。果たして、商いは詐なのか。あるいは、ひと
が生涯を賭けて歩むべき道か。

　大切な人を殺された者は言う。
「犯罪者に復讐してやりたい」と。
凶悪な事件が起きると人々は言
う。「被害者と同じ目に遭わせてやりたい」と。
20××年凶悪な犯罪が増加する一方の日本で、
新しい法律が生まれた。それが「復讐法」だ。
目には目を歯には歯を。この法律は果たして被害
者たちを救えるのだろうか ? 

　多くの謎を残したまま未解決となった「グリコ・森永事件」の第一幕は社長の誘拐から
始まった。身代金取引の電話では子供の声が使われ「かい人 21 面相」などと名乗った挑
戦状が送りつけられるという陰湿な事件だった。『罪の声』はこの事件をモデルにしたフィ
クションである。事件から31年後に企画された新聞社の取材に駆り出されたのは「文化部」
の記者。読者はその目を通して犯人像に迫っていく。もうひとりの主役は「身代金取引の声」
が幼少期の自分の声であることに気づいた男性だ。二人は独自に事件を調べ続け、その交
点に真相が浮上してくる。パズルを組み立てるように調査は続き記者はついに犯人の一人
に到達。事件の全貌を世に放つ。

ジャッジメント　　　
小林　由香　著

罪の声　　塩田　武士　著

あきない世傳　金と銀　　
髙田　郁　著

３月は自殺予防強化月間です
　３月は進学、職場の異動、退職など生活の変わり目にあたります。また、会社の決算時期に合わせた倒
産やリストラ、雇用の打ち切りなどで経済的な不安を抱える人も多くなります。このような変化により、
さまざまなストレスを抱えやすい季節であることが要因と考えられます。

自殺のサイン　気づいたら専門家へ繋いで！
以下のサインを多く認める場合は、自殺の危険が迫っています。
①うつ病の症状がある（気分が沈む、自分を責める、不眠が続く、等）　②原因不明の身体の不調が長引く
③酒量が増す　④安全や健康が保てない　⑤仕事の負担が増える、大きな失敗をする、職を失う　
⑥職場や家庭でサポートが得られない　⑦本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、財産等）を失う
⑧重症の病気にかかる　⑨自殺を口にする　⑩自殺未遂に及ぶ　　　　（厚生労働省　自殺予防の10箇条）

役場健康福祉課 57－4623
月～金　８：30～ 17：15県中保健福祉事務所 0248－75－7811

精神保健福祉センター 024－535－3556
こころの健康相談ダイヤル 0570－064－556 月～金　９：00～ 17：00
福島いのちの電話 024－536－4343 毎　日　10：00～ 22：00
ふくしまこころのケアセンター 024－531－6522 月～金　９：00～ 17：00

１年で最も
自殺率が高い３月

●主な相談窓口    ～一人で抱え込まず気軽に相談してください～

10

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から

広報たまかわ　平成29年 3月



　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

１　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２　

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）

▼
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
と
す
る
。

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
A
V
I

（http://
w
w
w.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

▼
第
１
次
試
験
日

　

６
月
11
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験

研
修
係

　

☎
０
２
２
ー

２
６
３
ー

１
１
１
１

 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

幹
部
候
補
生
と
は
、
各
自
衛
隊

の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者（
飛
行

要
員
を
含
む
）を
養
成
す
る
コ
ー

ス
で
す
。

▼
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

院
卒
者
の
も
の
は
、
20
歳
以
上

28
歳
未
満

▼
受
付
締
切

　

５
月
５
日（
金
）ま
で

　
【
幹
部
候
補
生
一
般
】

●
試
験
日

一
次
：
５
月
13
日（
土
）・
14（
日
）

二
次
：６
月
13
日（
火
）か
ら
16
日（
金
）

三
次：
海
７
月
10
日（
月
）か
ら
14（
金
）

空
７
月
15
日（
土
）か
ら
８
月
３
日（
木
）

　
【
幹
部
候
補
生
歯
科
・
薬
剤
科
】

●
試
験
日

一
次
：
５
月
13
日（
土
）

二
次
：
６
月
13
日（
火
）か
ら
16
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
ー

２
４
ー

０
３
７
２

 

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
）】

●
受
付
期
間

　

３
月
31
日（
金
）か
ら
４
月
10
日（
月
）

●
第
一
次
試
験
日

　

４
月
30
日（
日
）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

●
受
付
期
間

　

４
月
７
日（
金
）か
ら
４
月
19
日（
水
）

●
第
一
次
試
験
日

　

６
月
18
日（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
ー

２
２
１
ー

２
０
２
２

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
 

白
河
司
法
書
士

総
合
相
談
の
お
知
ら
せ

 　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
な
ど

▼
開
催
日
時
及
び
場
所

●
４
月
20
日（
木
）･

５
月
18
日（
木
）・

　

６
月
15
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

 　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　
（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

●
４
月
６
日（
木
）・
６
月
１
日（
木
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河（
白
河
市
本
町
２
）

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
ー

８
１
ー

５
５
３
９

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
募
集

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
選
挙
制
か
ら
公

募
制
に
変
わ
り
、
ま
た
、
新
た
に

お
知
ら
せ

Information

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」の
お
知
ら
せ

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
通
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

４
月
３
日（
月
）か
ら
５
月
１
日（
月
）

▼
募
集
人
員

①
農
業
委
員
14
名

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
６

名（
内
訳
：
川
辺
、
蒜
生
区
１
名
・

小
高
、
中
区
１
名
・
岩
法
寺
、
竜

崎
区
１
名
・
南
須
釜
区
１
名
・
北
須

釜
、
吉
区
１
名
・
山
小
屋
、
四
辻

新
田
区
１
名
）

▼
任
期
平
成
29
年
７
月
20
日
〜
平

成
32
年
７
月
19
日
ま
で

▼
応
募
資
格（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

①
玉
川
村
が
設
置
す
る
他
の
附
属

機
関
等
の
委
員
で
な
い
方

②
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

▼
応
募
方
法

　

届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
村
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

く
だ
さ
い
。

　

※

届
出
用
紙
は
、
農
業
委
員
会

窓
口
で
受
け
取
る
か
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
７
ー

４
６
２
８
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クックの森「ひなまつり会」より（３月３日）

国民年金　特定期間・特例追納制度のご案内国民年金　特定期間・特例追納制度のご案内
■特定期間について
　国民年金の第３号被保険者が、配偶者（第２号被保険者）の退職やご本人の収入が増加したこと等
によって扶養から外れた場合には、第１号被保険者への切替手続きが必要です。
　この切替手続きが２年以上遅れ、時効により国民年金の保険料を納付することができなかった期間
については、届出により年金の受給資格期間に算入することができ、年金を受けとれない事態を防止
できる場合があります。（ただし、年金額には反映しません。）
 
■特例追納について
　届出により特定期間とされた期間については、平成 27 年４月１日から平成 30 年３月 31 日までの
３年間、特定保険料を納付（特例追納）することで年金額を増やすことができる場合があります。（既
に年金を受けとっている方は、特例追納をしても年金額が増えない場合があります。）
 
【特例追納の対象期間】
・特例追納する時点で 60歳未満の方：承認があった月前 10年以内の期間
・特例追納する時点で 60歳以上の方：50歳以上 60歳未満であった期間
 
※詳しくは、ねんきん加入者ダイヤル又はお近くの年金事務所にお問い合わせください。

防災行政無線デジタル化設備工事に伴う「アナログ波」停波のお知らせ
　村では、防災行政無線デジタル戸別受信機の取り付け工事を皆様のご協力を得ながら進めており
ます。この度、ご要望のあった世帯の皆様への戸別受信機取り付け工事の終了に伴い、
　
　

 

　「アナログ波」の停波に関してご質問等ございましたら、村総務課までお問い合わせくださいます
ようお願いいたします。
　また、従前のアナログ戸別受信機を取り付けているご家庭がございましたら、こちらも村総務課
までお問い合わせください。
 
▶お問い合わせ先　村総務課　☎57- 4621

○ねんきん加入者ダイヤル　☎０５７０-００３-００４（ナビダイヤル）
　※０５０から始まる電話でおかけになる場合は０３-６６３０-２５２５
・受付時間　月～金曜日　午前８:３０～午後７:００
　　　　　   第２土曜日　午前９:００～午後５:００
　※祝日（第２土曜日を除く）、12月 29日～１月３日はご利用いただけません。
○郡山年金事務所　☎０２４-９３２-３４３４

３月 21日（火）よりアナログ波を停波いたします。
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■注射日程表

平
日
に
来
ら
れ
な
い
方
へ

平
日
に
来
ら
れ
な
い
方
へ

「
日
曜
窓
口
」
開
設
の
お
知
ら
せ

「
日
曜
窓
口
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　
住
民
課
、
税
務
課
及
び
健
康
福
祉
課
で
は
、
就
学
、
就
職
、
転
勤
等
で
３
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
窓
口
が
大
変
混
み
あ
う
た
め「
日
曜
窓
口
」を
臨
時
に

開
設
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
他
機
関
へ
の
照
会
等
が
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
部
お
取
り
扱
い
出
来
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
事
前
に
各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。◆

取
扱
業
務

【
住
民
課
】

○
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
、
戸
籍
証
明
等
の
証
明
書
交

付
○
印
鑑
登
録
の
受
付

○
住
民
異
動
届（
転
入
・
転
出
・
転

居
等
）※
住
基
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
異

動
届
は
行
え
ま
せ
ん
。

○
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
届

等
の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
の
受

付
【
税
務
課
】

〇
各
種
税
証
明
の
交
付

〇
村
税
預
か
り

〇
納
税
相
談

【
健
康
福
祉
課
】

〇
国
民
健
康
保
険
資
格
加
入
・
脱

退
届
の
受
付

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
申

請
・
変
更
・ 

喪
失
・
再
交
付
の

申
請
受
付

 

◆
開
設
日

　
３
月
26
日（
日
）

　
４
月
2
日（
日
）  

2
日
間

◆
時
　
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課 
☎
５
７
ー
４
６
２
４

　
税
務
課 
☎
５
７
ー
４
６
２
２

　
健
康
福
祉
課 
☎
５
７
ー
４
６
２
３

犬の登録と狂犬病予防注射のご案内
狂犬病予防注射を必ず受けましょう

　犬の飼い主は「狂犬病予防法」で、生涯１回の「犬の登録」と年１回の「狂犬病予防注射」が義務付けら
れています。
　登録済みの犬の飼い主には、事前に案内ハガキをお送りします。予防注射は、ハガキをお持ちのうえ、
実施場所にお集まりください。
※犬の登録がまだの場合は、予防注射実施場所で登録できます。
 
▶対象の犬
　生後 91 日以上の犬（室内で飼っている犬も含みます。）
▶注射料金
　3,200 円（注射代 2,650 円＋注射済み票代 550 円）
※登録がまだの犬は、登録料 3,000 円が別にかかります。
▶注意事項
●実施場所には、犬を制止できる人が同行してください。
●犬が妊娠や病気をしている、過去に狂犬病予防注射を
受けて副作用を起こしたことがあるなど、通常と異な
る場合は、注射の前に申し出てください。　
 
▶問い合わせ先　村住民課☎５７‐４６２４

縄跳び大会より（２月５日）

下に

射」が義務付けら
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混合家庭バレーボール大会より（２月12日）

■固定資産税・村県民税の全期前納報奨金制度の廃止について
　固定資産税・村県民税（普通徴収分）で、第１期の納期限までに全期分を一括して納めていだだく場合に
限り、全期前納報奨金分を差し引いて減額した税額で、納めていただく全期前納報奨金制度を設けており
ましたが、社会情勢の変化や納税者の方々の納税意識の向上、口座振替の浸透、コンビニ納付開始による
納税環境の整備等により当初の目的は達成されていること、またこの制度を利用できる納税者が限定され
ること、給与や年金から特別徴収（天引き）される方には適用されないことなど、公平性の問題も生じてお
ります。
　このような状況をふまえ、村では全期前納報奨金の交付率の引き下げを行うなど経過的に見直しを行い、
今回、総合的に検討した結果、固定資産税・村県民税における本制度を平成 29年度より、廃止すること
になりました。

　口座振替制度の定着、コンビニ納付の開始、組合員数の減少、自主納付の増加に加え、個人のプライバシー
保護が強く求められていることなどから、平成28年度は納税組合活動を休止し検討ておりましたが、平成29
年３月末に正式に納税組合は廃止することになりました。
　長い間、地域ごとに組織し、納税意識の向上や税収確保のため、組合員の皆様にご尽力をいただきありがと
うございました。
　納税通知書は、平成28年度納税組合活動の休止により、村から直接、各
納税義務者へ郵送されておりますので廃止後も同様に郵送します。
　コンビニ納付については、今年度より軽自動車税と国民健康保険税が始
まり、平成29年度より固定資産税・村県民税が始まり、全税目でコンビニ
で納めることができるようになります。
▶問合せ先　村税務課　℡０２４７－５７－４６２２

◆これまでどおり、全期分を前納で納めることはできます
　全期前納報奨金は、平成29年度から廃止となりますが、今までどおり全期前納（年税額を一括で納
める）で納めることはできます。
◆口座振替で全期前納されている方へ
　現在、固定資産税・村県民税を全期前納（一括納付）で、口座振替により納められている方で、納付
方法の変更（期別ごとの振替）を希望される方は、役場税務課までお問い合わせください。
　なお、変更を希望されない場合は、手続きの必要はありません。
◆納付書で全期前納される方へ
　平成29年度から全期前納（一括納付）用の納付書は付いておりませんので、全期前納（一括納付）で
納められる場合は、各期毎の全ての納付書を金融機関等の窓口に出して、納めるようになります。

■納税組合の廃止について
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3月１日現在の村のようす （前月比）

（ －  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，1 1 9
6 ，7 6 8
３，3 6 7
３，4 0 1

2
14
5
9

寄付ありがとうございます

お誕生おめでとうございます
（2月届出分）

（2月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

おくやみ申し上げます

蒜　生　　　丹　内　羽　琉　　　　智

岩法寺　　　伊　藤　圭　吾　　　翔　二

南須釜　　　影　山　凛　音　　　　純

北須釜　　　鈴　木　雄　大　　　智　貴

川　辺　　　鈴　木　由　正　  　由　正
蒜　生　　　曲　山　良　雄　  　良　雄
小　高　　　國　井　重　光　  　重　光
　〃　　　　首　藤　米　子　  　治　司
　〃　　　　添　田　ミ　ヨ　　  ミ　ヨ
　中　　　　岩　谷　啓　康　  　啓　昭
　〃　　　　遠　藤　昇　一　  　昇　一
　〃　　　　岡　部　喜代子　  　喜代子
岩法寺　　　佐久間　幸　次　  　幸　次
南須釜　　　大　野　正　德　　  正　德
北須釜　　　瀨　谷　タ　ツ　  　雅　俊

地区名 死　亡　者 世帯主名

は る

け い ご

り ん

ゆ う だ い

さ
る
な
し
俳
句
会
二
月
句
会
吟
詠

まもなく所得税等の確定申告期限です。
申告・納税は期限内に！

春の全国交通安全運動
４月6日㈭から15日㈯までの10日間

は
や

えこ
も

　申告・納税の期限は次のとおりです。所得税
と消費税の納税は振替納税が便利です。
●所得税
　３月15日（水）
　⇒口座振替の振替日は４月20日（木）です。
●個人の消費税
　３月31日（金）
　⇒口座振替の振替日は４月2５日（火）です。
●贈与税
　３月15日（水）
▶問い合わせ先　須賀川税務署　
　　　　　　　　☎０２４８-７５-２１９４

　子どもと高齢者の交通事故防止を基本に、「全
ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底」「自動車の安全利用の推進」
「飲酒運転の根絶」を重点として実施します。
　交通ルールを守って、事故に遭わないように
新年度をスタートしましょう。

チャリティー須釜芸能の集いより（2月19日）

幼
な
子
の
疾
き
足
音
春
よ
来
い

鬼
や
ら
いつ
け
も
の
小
屋
に
二
つ
三
つ

好
き
な
こ
と
出
来
る
幸
せ
春
隣

母
の
忌
の
庭
先
に
笑
む　

寒
す
み
れ

書
き
ぞ
め
や
孫
と
隠
れ
り
奥
座
敷

星
屑
を
散
ら
し
湯
宿
の
燗
熱
し

由
記

真
知

今
朝

公
美
枝

仁
美

健康講演会 開催のお知らせ
最近ちょっと血圧が高め、気になるなという方、
高血圧で病院に通院している方などなど・・・
ぜひ、お聞きください。

平成 29年３月24日（金） 午後２時～

玉川村保健センター

（公）福島県保健衛生協会
生活習慣病検診等管理センター長
　　　　　　　　　　　後藤　光弘　氏

「高血圧と上手に付き合うためには」
　　・・健康は自分の血圧管理から・・

演題

講師

日時

場所

川　辺
　〃　
小 高
　中　

鈴 木 厚 志
双 里 清 司
首 藤 治 司
遠藤　　瞭

様
様
様
様

様
様
様

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：2月受領分）

須釜芸能会実行委員長 大野勝雄様

岩法寺
南須釜
北須釜 

佐久間寛樹
大野正太郎
瀬 谷 雅 俊
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燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

固定資産税：第4期
国民健康保険税：第8期
介護保険料：第8期
後期高齢者医療保険料：第7期

地
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昭和の日 昭和の日 

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●3～4か月児健診
　（13：30公立岩瀬病院）
●（元）きっずたいいく教室

（15：30文体）
●(元)レクダンス教室

（13：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：30文体）

●(元)レクダンス教室
（13：30文体）

延長窓口（～ 19：00）

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

延長窓口（～ 19：00）

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●体育施設定期休場日

●体育施設定期休場日

●体育施設定期休場日

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●ナイター開放
（18：30～20：30村グ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●ナイター開放
（18：30～20：30村グ）

●ベビー教室
（13：30保セ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●ナイター開放
（18：30～20：30村グ）

●いきいき教室
（13：30健た）

●南須釜の念仏踊り

●いきいき教室
（11：00健た）

●すくすくクラブ
（10：00保セ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●ナイター開放
（18：30～20：30村グ） 延長窓口(～19：00）

延長窓口(～19：00）

日 月 火 水 木 金 土

●日曜窓口開設
（8：30～１７：００村役場）

1
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16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
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玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報紙は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。 16

30

●（元）スポーツサロン
（13：00文体他）

●中体連春季大会
●（元）スポーツサロン
（13：00文体他）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）

●2歳児健康相談
（13：30保セ）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）

●1歳6か月児健診
（13：30保セ）

●3歳児健診
（13：15保セ）

●（元）3Bたいそう教室
（9：30文体）

●認定こども園クック
の森入園式・始業式
●（元）3Bたいそう教室

（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきUP教室
（13：30文体）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●小学校入学式
（10：00各小学校）

●中学校入学式
（13：30各中学校）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●中体連春季大会
（予備日）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきUP教室
（13：30文体）


